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成立40年度予

よむま'tJ宝'tl. 

特
別
会
計
は

(ー)

所
得
割

資
産
割

被
保
険
者
割

世
幕
割
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発行所

愛媛県喜多郡

長浜町役場

印刷所岸本印刷所

3月の人口動態
男 7.97 7 
女 8.G 3 2 
計 16.6 0 9 
世帯数 4.0 5 2 

(末日現在)
死亡 22
離婚 2 

一
百
万
円

重

点

は

投

資

的

な

経

費

に

な
お
、
昭
和
四
十
年
度
の
予
算
編
成

に
あ
た
っ
て
、
助
役
が
、
つ
ま
の
よ
う

な
説
明
を
し
ま
し
た
。

七
千
九
百
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

自
立
つ
保
険
給
付
費

上
水
道
特
別
会
計

給
水
戸
数
二
千
二
百
に
達
す

O
、
二
八
Mm

四
五
Mm

昭
和
三
十
七
年
度
か
ら
着
工
し
て
き

た
上
水
道
工
事
は
、
約
一
億
五
百
万
円

を
投
じ
て
、
昭
和
三
十
九
年
度
末
に
完

成
し
、
給
水
戸
数
は
二
千
二
百
戸
に
達

し
、
潟
水
期
に
お
い
て
も
、
完
全
給
水

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

五
五

O
円

一
、
六

O
O円

傾
注
し
た
た
め
、
健
全
財
政
を
堅
持
し

て
い
る
。

二
、
今
後
の
町
財
政
の
見
通
し

出生 24
婚姻 12

児童扶養手当指導駐
査

低開発事業中間検査
、漁港検査

昭和39年分所得税確
定申告相談

区長会

環境衛生推進協議会

青島地区テνピ普及
懇談会

長浜町観光協会春季
事業打合会

長浜小学校屋内体育
館落成式

防災会議、観光協会
宣伝部会

雪士
面ひ

の

日

3 月

政町

1日

5日

6日

山
、
税
収
入
の
伸
び
悩
み

問
、
人
件
費
の
増
加

問
、
社
会
開
発
の
増
加

凶
、
起
債
償
還
金
の
増
加

問
、
町
民
税
補
て
ん
債
の
漸
減

刷
、
交
付
税
合
併
補
正
の
打
ち
切
り

問
、
県
営
事
業
に
よ
る
補
助
負
担
金

の
増
加

な
ど
の
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で

今
後
は
安
心
で
き
な
い
。

ち
ょ
っ
と
油
断
す
れ
ば
、
再
び
再
建
団

体
に
陥
り
か
ね
な
い
よ
う
な
状
況
だ
。

よ
く
読
ま
れ
て
い
る
行
政
記
事

成
報
効
果
を
糊
定

国民健康保険特別会計

予算額 5.030万円

購入

昭
和
四
十
年
長
浜

町
議
会
芳
一
回
定
例

会
は
、
三
月
十
六
日

か
ら
三
月
十
九
日
ま

油
断
で
き
な
い

で
四
日
間
に
わ
た
っ

て

開

か

れ

ま

し

た

。

町

の

ふ

と

こ

ろ

議
案
は
、
昭
和
四
一
、
財
政
事
情

十

年

度

長

浜

町

一

般

町

長

の

重

点

的

か

っ

、

積

極

的

な

政

す

。

会
計
歳
入
歳
出
予
算
策
に
よ
り
、
議
員
F

一

各

位

を

始

め

、

町

民

一

方

、

「

有

線

放

送

電

話

」

は

、

町

五

特

別

会

計

予

算

、

町

各

位

の

協

力

を

得

て

、

昭

和

三

十

九

年

の

広

報

活

動

と

、

非

常

災

害

時

等

に

お

朝

一

税

条

例

の

改

正

、

国

民

保

険

税

条

例

の

度

は

、

担

当

大

型

の

予

算

規

模

を

以

つ

け

る

通

報

連

絡

、

そ

の

他

町

民

相

互

の

;

一

改

正

、

公

益

質

庫

廃

止

条

例

、

議

員

@

て

、

各

種

の

公

共

事

業

を

准

進

し

て

き

連

絡

を

密

に

し

て

、

町

民

の

福

祉

増

進

壁

一

監

査

委

員

。

農

業

委

員

な

ど

の

報

酬

お

た

。

当

町

に

は

、

広

報

活

動

の

手

段

と

し

信

伝

達

を

よ

く

す

る

た

め

に

、

町

民

の

を

図

る

こ

と

を

ね

ら

い

と

し

て

い

ま

す

厘
一
よ
び
費
用
弁
償
な
ど
二
十
七
の
議
案
と
の
た
め
、
相
当
の
赤
字
が
で
る
の
て
、
広
報
紙
「
広
報
な
が
は
ま
」
と
方
々
を
対
象
と
し
て
、
政
策
@
主
張
@
そ
こ
で
、
昭
和
三
十
年
一
月
十
日
か

一
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
、
原
案
の
通
で
は
な
い
か
と
心
配
を
か
け
た
が
、
町
「
有
線
放
送
電
話
」
と
が
あ
り
ま
す
が
態
度
@
方
針
@
町
民
の
意
見
や
話
題
を
ら
発
行
し
て
き
た
広
報
紙
は
、
今
月
号

一
り
可
決
決
定
し
、
四
日
間
の
会
期
を
終
長
の
努
力
に
よ
っ
て
、
補
助
金
、
起
債
「
広
報
な
が
は
ま
」
は
、
町
の
政
策
運
総
合
的
に
早
く
、
か
っ
、
正
確
に
知
ら
で
百
号
に
達
し
ま
し
た
の
を
機
会
に
、

一

り

ま

し

た

。

交

付

税

な

ど

、

財

源

の

確

保

に

重

点

を

営

を

円

滑

に

し

、

町

内

の

方

々

と

の

通

せ

る

も

の

で

、

永

続

性

の

あ

る

も

の

で

そ

の

効

果

を

測

定

し

、

町

民

の

方

の

希
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月一毎一
〆
6

、、
E

目nu 
悶
最
近
の
受
診
率
の
増
加
と
、
昭
和
三

4
A十
八
年
十
月
か
ら
の
世
帯
主
七
割
給
付

似
一
に
よ
っ
て
、
国
保
会
計
の
運
営
が
苦
し

d

4

E

 

和
一
く
な
っ
て
き
た
。

昭
一
ど
う
し
て
も
、
運
営
が
で
き
な
い
の

で
、
つ
ま
の
よ
う
に
改
正
。

イ呆険税2，000万円
40% 

歳出

一
自
国
可
記
意

上水道事業特別会針

予算額 1.690万円

貴重出

公憤費890万門

歳入

2. 

名常任委員長会を開

催じて、 3月定例町
議会運営につき協議

昭和40年度長浜町議
会分l回定例会開会

各常任委員会、付託

議案審議

議会定例会(本会議

〉昭和40年度予算お
よび条例議案可決、

閉会

産業経済委員会委員

農業構造改善事業個

所を視察(今坊、黒

田、豊茂、柿早〕

大洲喜多衛生組合会

議、議長と二宮議員

出席

産業経済委員会農業

共済組合移管につい

て協議、長小屋内体

育館溶成式、副議長

と文教厚生委員出席

8日

9日
12日

議 信短
分日
μ

会

3

15日

29日

30日

昭
和
四
十
年
度

予
算
編
成
の
基
本
方
針

て
健
全
財
政
に
立
脚
す
る
。

二
、
物
件
費
な
ど
を
節
約
す
る
。

コ
っ
こ
に
よ
っ
て
、
得
た
余
剰
料
金
は
、

投
資
的
な
経
費
に
振
り
当
て
る
。

継
続
事
業
ま
た
は
、
町
長
の
政
策

に
基
づ
く
と
こ
ろ
の
重
点
的
な
施
策

の
内
、
重
要
度
の
高
い
も
の
か
ら
、

こ
れ
に
充
当
し
て
ゆ
く
。

特
徴
は
五
つ
あ
る

一
、
人
件
費
の
増
加

二
、
起
債
の
償
還
金
の
増
加

一
二
、
出
海
保
育
所
の
昇
格
、
青
島
保
育

所
の
新
設
、
体
育
館
の
新
設
、
長
浜

440万円

港湾特別会計

農業基盤整備機械特別会計

予算額 250万円
国民健康保険直営診療所特別会計

予算額 150万円

370万円

予算額

予算額

青島航路特別会計3. 

4. 

6. 

同
叫

8日

16日

19日

18日

養
護
老
人
ホ

I
ム
(
白
山
国
)
の
定

員
増
加

四
、
ジ

l
プ
運
営
費
を
国
保
会
計
か
ら

離
し
て
、
一
般
会
計
へ
振
り
替
え
た

五
、
各
種
負
担
金
、
物
件
費
の
物
価
の

上
昇
に
よ
る
と
と
ろ
の
諸
経
費
の
増

ふ
川
μ歳

UJ 
μ』

主
な
事
業

門
林
道
開
設
〕

一
千
二
百
万
円
H
都
梅
お
よ
び
柿
久

保
林
道

門
漁
港
建
設
〕

一
千
三
百
万
円
H
喜
多
灘
お
よ
び
櫛

望
ゃ
、
意
見
を
聞
い
て
、
そ
れ
を
今
後

反
映
さ
せ
て
ゆ
く
た
め
に
、
広
報
紙

「
広
報
な
が
は
ま
」
と
「
有
線
放
送
番

組
」
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

(
調
査
対
象
者
は
、
町
内
全
域
と
し

同
一
世
帯
番
号
を
選
び
一
千
名
の
方
に

お
願
い
し
ま
し
た
。
)

以
下
、
そ
の
出
一
旧
来
を
今
後
数
回
に
わ

け
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

。

広

報

紙

「
広
報
な
が
は
ま
」

に

関

す

る

調

査

山

間

1

広
報
紙
「
広
報
な
が
は
ま
」
を

読
ん
で
い
ま
す
か
。

読

ん

で

い

る

一

oovm

読
ん
で
い
な
い

O
M
m

問

2

広
報
紙
「
広
報
な
が
は
ま
」
を

読
む
と
ぎ
は
?

記

事

全

部

を

読

む

七

五

Mm

関
心
の
あ
る
記
事
の
み
二
二
Mm

み

だ

し

の

み

三

労

問

3

広
報
紙
「
広
報
な
が
は
ま
」
の

記
事
で
、
関
心
の
深
い
も
の
は
ど

の
記
事
で
す
か
。

行

政

記

事

七

odp

町

議

会

の

記

事

二

O
M
m

告

知

板

六

%

そ

の

他

四

労

問

4

広
報
紙
「
広
報
な
が
は
ま
」
を

保
存
し
て
い
ま
す
か
。

時
々
保
存
し
て
い
る

四
六
Mm

〔
沖
浦
保
育
所
〕

保
母
西
岡
一
房
子
(
喜
多
灘
保
育
所
)

臨
時
保
母
石
本
美
代
子
(
新
)

〔
出
海
保
育
所
〕

保

母

西

山

節

子

(

長

浜

保

育

所

)

。

加

世

富

士

子

(

白

滝

ニ

臨
時
保
母
堀
田
綴
江
(
新
)

〔
大
和
保
育
所
〕

保
母
二
宮
美
澄
(
青
島
保
育
所
)

見
習
保
母
池
田
ス
ミ
子
(
長
浜
ニ

調
理
員
鎌
田
恵
美
子
(
白
滝
ニ

〔
白
滝
保
育
所
〕

調
理
員
泉
友
江
(
大
和
保
育
所
)

臨
時
保
母
冨
永
タ
マ
ヨ
(
長
浜
M

)

四
月
一
日
付
で
、
役
場
の
人
事
異
動
〔
喜
多
灘
保
育
所
)

が

行

な

わ

れ

ま

し

た

。

保

母

伊

達

祥

子

(

長

浜

保

育

所

)

今
回
の
定
期
異
動
方
針
は
、
保
育
所
〔
青
島
保
育
所
〕

の
空
気
刷
新
が
主
で
、
異
動
者
は
、
っ
保
母
谷
本
嘉
子
(
沖
浦
保
育
所
)

ぎ

の

通

り

で

す

。

〔

青

島

診

療

所

〕

。

総

務

課

保

健

婦

橋

本

ア

サ

子

(

豊

茂

詰

所

)

書

記

補

隠

岐

龍

法

(

税

務

課
)

F

〔
豊
茂
地
区
助
産
婦
〕

@
文
書
課

1
燭

託

柴

田

静

子

〔

本

部

有

線

交

換

〕

@

教

育

委

員

会

臨

時

雇

上

野

キ

ミ

子

(

新

)

書

記

補

坂

本

始

子

(

文

書

課

)

〔

白

滝

中

継

所

〕

(

水

族

館

〕

臨

時

震

酒

井

恵

子

(

新

)

臨

時

雇

上

田

秀

子

(

新

)

。

住

民

課

〈

V

依
願
退
職

〔

長

浜

保

育

所

〕

坪

田

ヤ

エ

(

総

務

課

)

保

母

谷

川

俊

子

(

太

和

保

育

所

東

兼

子

(

文

書

課

)

グ

井

上

典

子

(

出

海

グ

)

大

野

ス

マ

子

(

白

滝

中

継

所

〉

か

大

塚

隆

子

(

大

和

庁

)

光

岡

佐

智

子

(

白

滝

診

療

所

)

臨

時

保

母

新

江

五

月

(

新

)

久

保

優

子

(

公

営

事

業

課

)

庁

藤

田

公

子

(

グ

)

松

岡

昭

子

(

教

育

委

員

会

)

22日

24日

29目

生
漁
港
改
修

門
出
海
公
民
館
建
設
〕

一
千
百
万
円
H
出
海
公
民
館

門
農
道
補
助
凶

三
百
万
円

門
魚
礁
設
四
段
凶

百
六
十
万
円

門
消
防
施
設
凶

百
八
十
万
円
リ
自
動
車
ポ
ン
プ
(
ジ

ー
プ
型
)
購
入

門
電
気
事
業
凶

百
万
円
リ
青
島
電
気
事
業
補
助

門
負
担
金
回

八
十
五
万
円

八
十
五
万
円
リ
長
浜
高
等
学
校
建
築

金
負
担

読
ん
だ
ら
そ
の
ま
ま
で
保
存
し
て

い

な

い

四

O
M
m

全

部

保

存

し

て

い

る

二

Mm

今
か
ら
一
年
前
位
の
分
は
山
保
存
し

て
い
る
が
そ
れ
以
前
の
は
保
存
し

て

い

な

い

三

労

(
二
面
の
「
編
集
室
」
に
本
紙
百
号
記

念
に
関
す
る
関
連
記
事
)

間
関
動

門

vv
尿
処
理
〕

百
二
十
万
円
日
大
洲
士
見
一
円
多
衛
生
事
務

組
合
負
担
金

門
産
業
振
興
補
助
〕

七
百
万
円
川
農
、
林
、
水
、
商
、
観

光
補
助

門
道
路
・
橋
梁
・
河
川
・
下
水
路
維
持
〕

百
七
十
万
円

一可，~;

歳

入

て
町
税
課
税
方
式
が
全
国
的
に

本
文
方
式
に
統
一
さ
れ
た
の
で
、
前

年
度
に
比
較
し
て
約
四
百
万
円
の
減

と
な
っ
た
。

二
、
交
付
税
の
増
加
(
人
件
費
の
ベ
l

ス
・
ア
ッ
プ
に
よ
る
増
)

三
、
寄
付
金
、
町
債
の
減
少

四
、
分
担
金
、
使
用
料
、
国
庫
支
出
金

の
増
以
上
、
歳
入
歳
出
規
模
は
、

二
億
二
千
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比

較
し
て
、
わ
ず
か
、
二
百
十
八
万
で
、

昭
和
三
十
九
年
度
と
大
差
の
な
い
予
算

と
な
っ
た
。

(
昭
和
四
十
年
度
の
町
長
の
施
政
方
針

に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
掲
載
)



第 100号

、ー

み
な
ど
勝
手
に
捨
て
な
L 

、.喝、
長
浜
町
環
境
衛
生
推
進
協
議
会
で
は

一
先
般
、
協
議
会
を
開
き
、
明
る
く
住
み

一
よ
い
町
に
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
こ
と
が

一
ら
を
決
め
ま
し
た
。

一
各
地
区
の
組
織
の
力
を
、
合
わ
せ
て

一
お
た
が
い
の
環
境
改
善
に
つ
と
め
て
く

一
だ
さ
い
。

一
ハ
円
、
ど
み
車
に
よ
る
ご
み
処
理

一
旧
長
浜
町
内
の
ど
み
処
理
は
、
ご
み

一
車
に
よ
り
収
集
処
理
す
る
と
と
に
な

a

っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
未
加
入
の
世

帯
が
あ
り
、
全
世
帯
が
加
入
し
て
も

‘
ら
い
港
内
、
長
浜
大
橋
の
上
ゃ
、
堤

・
章
一
防
の
上
か
ら
勝
手
に
、
ご
み
を
捨
て

一
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ま
一
同
、
春
期
大
そ
う
じ
の
実
施

U
一
各
地
区
単
位
に
全
世
帯
が
実
施
す
る

一
と
と
。
な
お
薬
剤
は
、
最
も
効
果
的

同
一
な
防
疫
剤
を
あ
っ
せ
ん
す
る
。

:
・
目
、
衛
生
害
虫
の
駆
除

蚊
・
は
え
の
駆
除
を
十
分
行

5
ほ
か

ゴ
キ
ブ
リ
の
駆
除
は
七
'
八
、
九
月

~ 

-_-明「

巾や
t腎

JJT

，!

!
r
e
3
p
h
 

、

環
境
衛
生
推
進
協
議
会
で
決
ま
る

の
発
生
期
に
、
駆
虫
薬
の
あ
っ
せ
ん

に
よ
り
駆
除
す
る
こ
と
。

ね
ず
み
の
駆
除
は
、
十
二
月
か
ら
一

月
に
か
け
て
、
殺
そ
刻
の
あ
っ
せ
ん

を
ず
る
の
で
、
各
地
区
単
位
で
、
一

斉
に
実
施
す
る
こ
と
。

岡
、
畜
犬
登
録
と
、
狂
犬
病
予
防
接
種

飼
犬
は
、
必
ず
畜
犬
登
録
を
受
け
、

春
秋
二
回
の
、
予
防
注
射
を
飼
主
が

責
任
を
も
っ
て
受
け
る
こ
と
。

園
、
秋
期
大
そ
う
じ
の
実
施
・

年
金
が
も
ら
え
な
く
な
る

忘

れ

る

と

大

変

老
令
・
母
子
・
障
害
福
祉
年
金
な
ど

の
五
月
期
分
支
払
時
期
が
ま
い
り
ま
し

た
。
支
払
開
始
は
、
五
月
六
日
か
ら
で

す。
と
と
ろ
で
、
年
金
を
各
郵
便
局
で
受

け
取
ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
、
年
金
証
書

と
印
鑑
と
を
持
参
し
て
、
役
場
か
、
各 大

事
な

「
所
得
状
況
届
」

連
絡
所
で
、
今
年
度
の
所
得
状
況
届
を

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
こ
の
届
出
を
し
な
い
で
、
ほ

っ
て
お
き
ま
す
と
、
つ
ぎ
の
年
か
ら
の

年
金
を
、
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
ず
か
ら
、
必
ず
、
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
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1
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Z
J
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-
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・f
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〈
一
、
広
報
、
又
念
式
一
…
…
説
明
顎
ゅ
う
せ
ん
ほ
う
そ
う
は
、
お
知
ら
一

好
乳
鮎
紅
飢
斜
計
叫
一

Ahci況
は
い
お
せ
も
で
き
る
。

J

~
竹
訂
一
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必

浪

設

こ

5よ
か
ん

tしゆ
2のお
完
ね
え

3さん
宗
が
一

h

m

劉
翻
劉
糾
訂
削
礼
札

~:叩川税滋玖液仙札加加抗hh
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ω
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Y三
丸

ん

と

う

か

ん

し

ゅ

の

お

ね

え

さ

ん

、

一

朝
早
く
か
ら
ど
く
ろ
う
さ
ん
。
川

ザ
ゅ
う
せ
ん
ほ
う
そ
う
は
、
ぼ
く
が
ゅ
う
せ
ん
ほ
う
そ
う
が
あ
る
の
で
へ

〉
一
年
生
に
あ
が
っ
た
ご
ろ
か
ら
、
長
浜
町
で
お
を
た
、
で
き
ご
と
が
よ
~

、

は

じ

ま

っ

た

。

く

わ

か

る

。

~

)
ゅ
う
せ
ん
ほ
う
そ
う
は
、
と
て
お
と
な
の
人
の
、
ょ
う
じ
も
、
ゅ
~

…

ゅ

う

せ

ん

…
ほ

う

そ

う

~

〉
も
便
利
だ
。
用
じ
が
あ
る
と
き
に
は
う
せ
ん
ほ

5
そ
う
が
あ
れ
ば
、
つ
ど
~

〉

す

ぐ

か

け

ら

れ

る

。

う

が

よ

い

。

~

)
雨
が
ふ
る
B
も

か

け

ら

れ

る

。

ゆ

5
せ
ん
ほ
う
そ
う
は
、
み
ん
な
~

J

ゅ

う

せ

ん

ほ

う

そ

う

は

、

長

浜

町

の

友

だ

ち

だ

。

~

♂

全

体

の

人

が

つ

か

っ

て

い

る

。

(

小

学

校

四

年

生

Y

男

)

v

r
-
z
t
1
・・・・
I
t
-
-
c
1
1
・1
t
、.2
・・
1
1
J
I
-
-
-
-
-
J
I
-
-
-
1
2
・・・・
f
1
2
I
f
-
-
t
f
h
-
U
F
J
I
J

事

業

計

画

決

ま

る

友
情
と
団
結
に
重
点

町

連

青

年

団

ム、
口

長
浜
町
連
合
青
年
団
で
は
、
先
般

体
育
館
で
、
年
度
末
総
会
を
開
き
つ
ぎ

の
新
役
員
と
、
昭
和
四
十
年
度
の
事
業

計
画
を
き
め
ま
し
た
。

こ
の
総
会
で
、
新
し
く
、

ν
ク
v
l

v
ヨ
γ
係
と
、
写
真
係
と
が
誕
生
し
た

こ
と
で
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

レ
ク
レ

l
ν
ヨ
γ
係
は
、
-
会
合
の
終

り
に
、
そ
の
つ
ど
、
レ
ク
レ
ー

ν
ヨ
γ

を
準
備
し
て
、
会
に
う
ま
く
油
を
注
ぐ

寸
法
で
、
一
方
、
写
真
係
は
、
青
年
団
の
活
動

を
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
て
、
若
LF
日
の
人

生
の
花
の
時
代
を
ア
ル
バ
ム
に
残
し
て

お
と
う
と
い
う
の
が
ね
ら
い
で
す
。

若
人
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
役
員

マ
団
長
川
田
充
義
マ
副
団
長
河

野

保

マ

周

笹

本

栄

一

マ

同

友
沢
幸
子
マ
岡
山
田
紀
子

マ
事
務
局
長
矢
間
一
義
マ
次
長

東

富

士

男

マ

監

事

田

中

利

徳

マ
同
森
川
純
行

マ
文
化
部
長
谷
岡
照
基
マ
副
部
長

米
岡
佐
知
子
マ
体
育
部
長
高
木
信

善

マ

副

部

長

塚

井

勲

マ

産

業

部
長
山
西
幸
栄
マ
副
部
長
上
回

三
好
マ
家
政
部
長
太
野
貴
美
子

マ
副
部
長
桐
田
恵
美
子
マ
レ
ク
レ

ー

ν
ヨ
ン
係
長
橋
本
経
一
マ
副
係

長
松
本
ト
ラ
子
マ
写
真
係
長
日

高
照
友

マ
副
係
長

兵
頭

求

主
な
事
業
計
画

五
月
H

ハ
イ
キ
ン
グ
門
鹿
島
)
、
料

理
講
習
会
七
月
H

ス
ポ
ー
ツ
祭
(
白

中

)

八

月
H

キ
ヤ
シ
プ
〈
山
口
県
)

料
理
講
習
会
九
月
刊
県
議
会
傍
聴

+
月
H
ソ
フ
ト
ボ
一
ル
大
会
(
長
高
)

十
一
月
H
0
・
B
と
の
話
し
合
い

十
二
月
H

女
子
研
修
・
料
理
講
習
会

一
月
H
演
劇
発
表
会
二
月
H
研
修
旅

行
(
小
豆
島
)告
知
根

V
百
万
円
ま
で
の
貯
金
に
は

税
金
が
か
か
ら
な
い

昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
、
「
少
額
貯
蓄
非
課
税
制

度
」
に
よ
っ
て
、
銀
行
な
ど
金
融
機
関

に
対
す
る
調
貯
金
の
利
息
は
、
元
本

五
十
万
円
ま
で
税
金
が
か
か
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
四
月
一
日
か

ら
、
元
本
百
万
円
ま
で
に
対
す
る
利
息

に
は
、
税
金
が
か
か
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
利
子
所
得
が
五
パ

i
セ
シ

ト
か
ら
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
た
め
で
す
。

そ
こ
で
、
百
万
円
の
「
非
課
税
貯
蓄

申
し
込
み
書
」
を
、
あ
ら
た
め
て
、
提

出
し
な
お
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

V
N
H
K
が
青
島
ヘ
テ
レ
ビ

を
寄
贈

N
H
K
で
は
、
青
島
へ
、
一
ア

ν
ピ
を

普
及
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
れ
は
、

N
H
K
が
、
テ
V
ピ
の
普

及
率
の
低
い
地
区
の
方
々
に
、
少
し
で

も
テ
レ
ビ
を
み
て
い
た
だ
い
て
、
生
活

の
商
に
プ
ラ
ス
に
し
て
い
た
だ
こ
う
と

い
う
の
が
ね
ら
い
で
、
ま
ず
、

N
H
K

か
ら
青
島
へ
三
台
の
テ
レ
ビ
を
寄
贈
し

各
家
庭
へ
順
々
に
回
わ
し
て
、
視
聴
さ

せ
る
ほ
か
、
電
灯
料
が
ふ
え
る
た
め
、

発
電
用
の
泊
代
と
し
て
、
今
後
三
カ
年

間
、
毎
年
十
五
万
円
を
N
H
K
が
補
助

す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

V
映
写
機
な
ど
お
く
る
各
中

学
校
の
卒
業
生

町
内
の
各
中
学
校
で
は
、
去
る
三
月

十
七
日
に
卒
業
式
を
行
い
ま
し
た
が
、

こ
の
卒
業
式
に
、
各
中
学
校
の
卒
業
生

が
卒
業
記
念
に
、
そ
れ
ぞ
れ
つ
ぎ
の
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

V
長
浜
中
学
校
日
八
ミ
リ
の
映
写
機
(

約
六
万
円
)
V青
島
中
学
校
H

ス
テ
ー

ジ
用
の
幕

V
櫛
生
中
学
校
H
-ア
ジ
ト

(
約
一
万
五
千
円
)
V出
海
中
学
校
H

校
庭
に
大
き
な
池

V
大
和
芳
二
中
学

ありがとうございました

寄

F
E
P

之口
一
…
地
方
商
属
の
あ
り
方
山
経
営
の
あ
り
方
に
標
識
は
な
い
…

f
百
長
浜
町
商
工
会
で
は
、
去
る
三
月
は
じ
め
て
で
、
商
工
業
者
約
百
名
が
熱
山
、
不
況
と
い
う
も
の
は
、
た
ち
な
お
術
で
あ
る
。
一

一
ん
一
目
、
体
育
館
で
、
京
都
能
率
研
究
心
に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。
り
に
く
い
。
品
物
が
ダ
ブ
つ
い
て
、
問
、
〈
も
が
巣
を
張
っ
て
、
と
ん
ぼ
~

エ
所
長
水
野
鉄
蔵
氏
を
迎
え
て
、
「
こ
水
野
鉄
蔵
氏
は
全
国
的
に
有
名
な
か
買
う
客
が
減
っ
て
き
て
、
売
れ
な
い
や
せ
み
が
、
ひ
っ
か
か
っ
て
く
る
川

と

し

の

景

気

展

望

と

、

地

方

商

庖

の

た

で

す

。

か

ら

不

景

気

に

な

る

の

だ

。

の

を

待

っ

て

い

る

が

、

底

に

お

い

山

ぜ
あ
り
か
た
」
と
い
う
講
演
会
を
関
与
口
つ

F
に
、
そ
の
大
要
を
、
今
後
、
数
回
問
、
こ
れ
か
ら
は
、
経
済
生
長
下
の
不
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
「
き
ん

dT
一

い

ま

し

た

。

に

わ

た

っ

て

、

紹

介

し

ま

し

ょ

5
0

況
だ
。
利
益
な
き
繁
栄
を
続
け
な
け
よ
う
あ
た
り
容
が
く
る
だ
ろ
う
」
日

四

一

〈

こ

の

講

演

会

は

、

長

浜

町

で

は

、

れ

ば

な

ら

な

い

よ

う

な

構

造

に

な

っ

と

い

う

よ

う

な

考

え

で

、

商

売

を

~

喧
一

v

-

た

。

し

て

い

た

の

で

は

だ

め

で

易

る

。

ぃ

2
1
1川
水
野
鉄
蔵
氏
の
講
演
か
ら

1
1
1
問
、
大
手
筋
が
押
え
て
し
ま
っ
て
、
小
問
、
官
人
ベ
自
分
の
こ
と
し
か
三

E-M

え
な
い
が
、
こ
う
い
う
の
で
は
、

付
T
I
l
l
-
-
1
1
1
1
1
波
乗
り
と
同
じ
だ
。
こ
の
波
に
板
を
さ
い
も
の
は
、
割
り
こ
む
す
き
が
な
も

γ」
れ
か
ら
は
、
だ
め
で
あ
{

一

叩

も

う

波

乗

り

は

で

き

な

い

乗

せ

て

い

る

と

、

岸

ま

で

、

す

う

っ

く

な

っ

た

。

中

小

企

業

は

、

パ

ラ

リ

る

。

日

一

~

1

1

1

1

-

-

-

ー

と

波

が

寄

せ

て

く

れ

た

。

シ

ビ

ッ

ク

な

み

に

大

手

に

扱

わ

れ

る

組

織

を

つ

く

っ

て

、

客

を

の

が

こ

一

〈

山

、

去

年

あ

た

り

か

ら

、

小

さ

な

中

よ

う

に

な

っ

た

。

一日

ι

問

、

こ

れ

か

ら

の

昭

和

四

十

年

時

代

は

な

い

よ

う

に

し

な

く

て

は

な

ら

な

品

目
一
山
小
企
業
は
つ
ぶ
れ
て
き
た
。
中
イ
今
ま
で
の
よ

5
に
、
波
乗
り
は
で
き
凶
、
車
に
乗
っ
て
い
る
場
合
は
危
い
/
ハ
0

川

卯

一

~

企

業

の

倒

産

は

戦

後

最

高

だ

。

な

い

。

板

を

取

ら

れ

て

し

ま

っ

た

の

と

思

っ

た

ら

、

、

ハ

シ

ド

ル

を

き

り

L

~

月
一
川
問
、
昭
和
二
十
年
代
は
、

B
本
経
済
だ
。
板
を
取
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
泳
か
え
れ
ば
、
安
全
運
転
が
で
き
る
が
忌

S
e
p
-
-

『

判

訂

の

復

興

の

期

間

で

あ

っ

た

。

げ

る

人

の

み

が

信

到

着

手

る

。

商

居

経

営

の

あ

り

方

程

、

標

識

は

橋

谷

議

静

〆

'

~

-

r

λ

レ
館
広
τ

d

，

S

A

F

h

出
一
叩
問
、
昭
和
一
平
年
時
代
は
、
日
本
経
刷
、
今
ま
で
の
よ

5
に
、
波
に
ま
か
せ
な
い
。
ど
こ
で
、
ど
う
、

2
ド
ル

A
2二
-

〓

日

伽

制
一
一
済
の
高
度
成
長
と
い
わ
れ
た
時
代
て
お
く
と
波
に
巻
き
こ
ま
れ
る
。
を
き
り
か
え
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

i

簿
鰯
審
議
鰹
J

一

昭

一

九

だ

。

問

、

こ

れ

か

ら

は

、

じ

よ

う

ず

に

泳

ぎ

問

、

経

営

に

対

し

て

色

盲

で

あ

っ

て

は

密

司

ー

聾

寄

一
宮
、
戦
後
一
一
十
年
間
同

3

2

2
人

の

み

が

、

こ

れ

か

ら

伸

び

て

な

ら

な

い

。

百

二

一

コ
一
一
流
ほ
っ
バ
ィ
リ
フ
リ
司
、

1.く
げ

が

九

一

;

…

【

川

、

1
1は
、

変

ぽ

1
1
1
J

い

f
k
・

爾亙藩高松地区簡
易水道用地として
青島保育所運動
用具として
長浜保育所の備
品として

学校図書館用と
して

的一一備一の事
て
不
し
一生と

目
一
長
コ
ロ

-
U約
μ
E
ロ

|寄付者

|長浜町櫛生園芸組合
会長渡辺仁之助

長浜町櫛生小学蔚干TA
会長増田亀師
櫛生

主壁主壬ft

一結一則て
桶
し
低
紅

グ
一
育
備
一
体
婚

高志市扇王町630
清水瓢

長浜町白滝小学校PTA
会長清水 猛

子供共同組合
代表城戸洋一郎

助
一
子

ム
之
照

徳
一
会
本
一
の
{
家

紙
一
母
次
一説

島
一
育
長
一
保
会
一浜

育
一
長
偲一一一

校旗

審査肩苦言幕及びl府
属品一切
回26平方メートル
雑地7平方メートト
ミカサボール
(N 1) 
看烹牙7レガン
6l~建 一台

車 l自転車(男女兼用富士
|エース実用車〕 一台

グ |ー金 5.000円

40.3. 1 

lz 件物付

スチール製好たた
み椅子

40脚
(30.000円)

校
H

掛
け
ど
け
い
マ
太
和
芳
一
中
学

校
日
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ヤ
l

v

白
滝
中

学
校
H
校
旗

な
お
、
在
校
生
か
ら
、
卒
業
生
に
対

し
て
は
、
各
中
学
校
と
も
、
ア
ル
バ
ム

や
印
鑑
、
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

V
こ
と
し
の
動
還
の
ス
ロ

I

ガ
ン

の 間
三 (3) (2) (1)とは五
つ、、、と、月
につ明よ子 5母し児五
きくるうど との童日
まりい も 子運福の
りま家 の紗 の動祉子
まし庭 事 栄の週ど
しょ、 故 養ス間も
たう明 を をロでの
るな高|す日
いくめ :Ji 。か
環しま Y ら
境ましはー
をしよ 遇

A
V

本
広
報
紙
は
、
昭
和
三
十
年
一
月

十
日
に
創
刊
号
を
発
行
し
て
か
ら
、
今

用
号
で
百
号
に
達
し
ま
し
た
。

創
刊
号
か
ら
百
号
に
達
す
る
間
に
は

町
内
の
み
な
さ
ま
か
ら
、
あ
た
た
か
い

ど
指
導
と
、
ご
べ
ん
た
つ
を
い
た
だ
い

て
本
号
に
達
す
る
と
と
が
で
き
ま
し
た

と
と
を
感
謝
し
て
い
る
次
方
で
す
。

今
後
も
、
よ
り
一
一
層
内
容
を
充
実
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
、
ど
ラ
ぞ
よ
ろ
し
く
、
ご
協
力

ど
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈V

百
号
を
記
念
し
て
、
昭
和
三
十
年

一
月
十
日
発
行
の
創
刊
号
か
ら
、
百
号

ま
で
を
揃
え
て
お
持
ち
の
方
に
記
念
品

を
お
贈
り
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
五
月
十
日
ま
で
に
、
文
書
課

広
報
係
ま
で
(
創
刊
号
か
ら
百
号
ま
で

を
と
じ
て
)
お
届
け
く
だ
さ
い
。
'

な
お
、
記
念
品
は
、
六
月
一
日
頃
、

本
人
宛
お
送
り
し
ま
す
。

。
「
自
に
青
葉
山
ほ
と
と
ぎ
す
は
つ

が
つ
を
」

ど
な
た
も
ど
存
知
の
俳
句
で
す
。

日
本
の
五
月
を
端
的
に
表
現
し
た
句

で
す
が
、
そ
の
青
葉
が
特
に
美
し
い
の

は
五
月
で
す
し
、
そ
れ
に
、
緑
色
は
、

成
長
、
健
康
、
理
想
、
青
春
、
永
遠
、

平
和
と
い
う
感
性
を
現
わ
し
ま
す
。

一

A
V

寒
い
季
節
が
終
り
、
五
月
か
ら
は

思
い
き
っ
て
体
を
鍛
え
る
絶
好
一
季
と
な

り
ま
す
。


